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ま え が き 

 

 

 生涯にわたるキャリア形成を支援するためのキャリア・コンサルティングや職業相談の

重要性は広く認識されているものの、その効果を何により把握するかという点については、

方法や内容が確立されているとは言い難い現状にある。 

 求職者に対するキャリア・コンサルティングや職業相談の効果を把握するための指標と

しては、就職率が考えられるが、労働市場の動向等、コンサルティング内容以外の外的な

環境要因が大きく影響する。またそもそもキャリア・コンサルティングは、「労働者がそ

の適性や職務経験等に応じて自ら職業生活設計を行い、これに即した職業選択や職業訓練

の受講等の職業能力開発を効果的に行うことができるよう、労働者の希望に応じて行われ

る相談」（第 7 次職業能力開発基本計画）と当初から定義されていることにみられるよう

に、自らキャリアを設計し切り開いていくこと－自律的なキャリア形成－ができるように

なるための支援であることから、相談者の自律的なキャリア形成にとってどれほどの効果

があったのかという観点から、その効果を把握する必要があるものと言える。 

 本資料シリーズにおいては、このような問題意識の下、キャリア・コンサルティングや

職業相談について、キャリア・コンサルティング等により生じたキャリア形成に関する相

談者の内部の変化を、「求人企業等の他者」に対して、「相談者自ら」、「効果的に伝えてい

くことができる」という就職に効果的な言語活動に着目して、効果指標の開発を行ったも

のである。効果指標の開発に当たっては、既存の市販本記述内容の整理、需給調整現場の

職員に対するアンケート、キャリア・コンサルティング場面での自己及び他者評価アンケ

ート等多用な手法を用いた。本資料シリーズで提示したキャリア・コンサルティング等の

就職支援に関する効果指標については、今後とも精査し検討を進めていかなければならな

いと認識しているが、キャリア・コンサルティング等研究に対する新たな提案を含んだも

のとなっていると考えられる。 

このため、本資料シリーズを労働者のキャリア形成支援に関わる方々の参考資料として

供するものである。本資料シリーズが、今後のキャリア・コンサルティング等の発展に貢

献できるものとなれば、幸いである。 
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